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①＜「はじめに」の前の段落に「序章」、「岡倉天心とは」の前の段落に「岡倉天心について」、「岡倉天心とヴィヴェーカーナンダ」の前の段落に「岡倉天心と関わった人物」と入力してください。＞

②＜「自動作成の目次2」を挿入してください。その後、目次のみになるように改ページを行います。＞

③＜表紙を追加します。表紙は「イオン（濃色）」にします。タイトルは3ページ目の「南アジアと日本の「美術」の交流史」をコピーして書式を結合して貼り付けてください。＞

⓸＜「序章」、「岡倉天心について」、「岡倉天心と関わった人物」にスタイル「見出し1」を設定します。＞

⑤＜目次は、レベル1のみ表示されるように設定します。＞＞

⑥＜表紙の「サブタイトル」、「会社名」、「会社の住所」、「年」を削除してください。＞

南アジアと日本の「美術」の交流史	Comment by 原: 
－岡倉天心を通して－


はじめに
授業のレポートのテーマである「南アジアと日本の交流史」について、本レポートでは「美術」分野における交流に注目するものである。インドと日本の美術の交流を調べると、まず出てくるのは「岡倉天心」の名前である。筆者の出身地でもある茨城県に深く関わる人物だったこともあり、これを機に岡倉天心を知り、また彼を通してインドとの交流を見ていきたい。


[image: ]岡倉天心とは
　岡倉天心は、急激な西洋化による変化の渦にあった明治時代の中で、日本の伝統美術に優れた価値を認め、美術行政家、美術運動家として、近代日本美術の発展に大きな功績を残した。その活動には、日本画改革運動や古美術品の保存、東京美術学校の創立、ボストン美術館中国・日本美術部長就任などがある。また、天心は自筆の英文著作『The book of Tea（茶の本）』などを通して、東洋や日本の美術・文化を欧米に積極的に紹介するなど、国際的な視野に立って活動をした。
彼は、江戸幕末の文久2年（1862）に現在の横浜市に生まれ、幼児期より英語、漢籍を学んだ。明治8年（1875）、東京開成学校（のちの東京学校）入学し、当時東京大学のお雇い外国人教師として招かれていたアーネスト・フェノロサに政治学、経済学を学のだ。その彼と訪れた奈良・京都の古社寺にて古美術の調査を行い、関心を高めていく。東京大学を卒業後、文部省へ就職し草創期の美術行政に携わる。明治16年（1883）頃から文部少輔九鬼隆一に従い本格的に全国の古社寺調査を行った天心は、日本美術の優秀性を認識すると共に、伝統的日本美術を守っていこうとする眼が開かれていき、同19年（1886）フェノロサとともに美術取調委員として欧米各国の美術教育情勢を視察するために出張した。帰国後の天心は、図画取調掛委員として東京美術学校（現在の東京芸術大学）の開校準備に奔走する。開校後の同23年（1890）、わずか27歳の若さで同校二代目の校長になった天心は、近代国家にふさわしい新しい絵画の創造をめざし、横山大観、下村観山、菱田春草ら気鋭の作家を育てていった。東京美術学校騒動により、明治31年（1898）校長の職を退いた　天心は、その半年後彼に付き従った橋本雅邦をはじめとする26名の同志とともに日本美術院を創設した。
同34年（1901）に渡印し、詩人ラビーンドラナート・タゴールの一家と深く関わり、カルカッタ、アジャンタ、エローラ、ブッタガヤなど各地を巡歴する一方、この間『東洋の理想』、『東洋の覚醒』を著す。同年には渡米し、ボストン美術館中国・日本部顧問となる。37年（1904）、経営困難に陥っていた日本美術院を立て直すため、同院第一部（絵画部）を茨城県五浦に移転する。大正元年（1912）、インド経由で渡米する際、タゴール家を訪問し、女流詩人バネルジーを知る。大正2年（1913）、病気のためボストン美術館から帰国し、その後病状が悪化し、新潟県赤倉にて、その生涯の幕を閉じた。
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[bookmark: _Hlk84258764]岡倉天心とヴィヴェーカーナンダ
天心と交流のあったスワミー・ヴィヴェーカーナンダは、ラーマクリシュナを師とする、近代インドの霊性を代表する宗教者である。ヴィヴェーカーナンダの生涯は、ラーマクリシュナの思想に論理と体系を付与し、それを世界に広げることに捧げられたとされる。
ヴィヴェーカーナンダは、1893年のシカゴ万国宗教会議で活躍した近代インドのヒンドゥー教改革運動家として知られるが、インド美術にも幅広い造詣を持ち、インド美術の発展過程などの歴史的な論争に関心を抱いていた。
[bookmark: _Hlk46632593]明治34年（1901）、インドに渡った天心はベルル僧院でヴィヴェーカーナンダと出会う。2人はすぐに意気投合し、約3週間、僧院に滞在する。両者の共通の関心であるインド美術の起源について、アジア美術の発展過程を構想する両者の見地は互いに反響し、インド美術の固有の発展を捉える視点について盛んに議論が行われた。その後、ヴィヴェーカーナンダの先導で、ブッタガヤの訪問に出発し、一週間滞在する。ノレシュチョンドロによる回想記より、ヴィシュヌ・パダ・パドマ寺院を参拝し、ヒンドゥー教シヴァ派の僧院長マハントによって丁寧なもてなしをされたこと等が綴られている。（ただし、この時主賓としてもてなしを受けたのはヴィヴェーカーナンダであり、天心含む同行者は“同伴者”に位置づけられる。）ヴィヴェーカーナンダとマハントは互いの学識に触れ、親交を深める。また、菜食で禁欲修行を行うマハント僧院の一角に滞在中ではあったが、ヴィヴェーカーナンダの勧めも相まって、天心一行は地元の農家で作られるヤシ酒で酒宴を楽しんだという。ヴィヴェーカーナンダもとがめることなく、貧しい農民が好む素朴な地酒を痛飲する天心に、冗談を言いながら楽しんだとあり、非常に打ち解けていた様子がうかがえる。

岡倉天心とラビーンドラナート・タゴール
アジアの生んだ偉大な2人の思想家、岡倉天心とラビーンドラナート・タゴールの出会いは、明治34年（1901）12月に天心がインドを訪れたことにより始まる。この出会いは同時に、日本とインドの美術交流の契機となる。
ヴィヴェーカーナンダの弟子であるニヴェディタの紹介でラビーンドラナート・タゴールと出会う。直後、タゴールは、シャンティニケトン（民族教育を目指して創立した学園）に天心を招待するなど、両者は親交を深めていった。この招待に関してタゴールは出納台帳にもあり「2名の日本人紳士」と記載しただけで、その名前が言及されていないこと、インド側の研究者による具体的な検証はこれまでされてこなかった。しかし、「堀日記」による日本側の記録では、同じ日に天心が2泊3日の旅行に出かけていたことが記録されており、両者の記録を付き合わせることで、訪問の事実があったと考えて間違いない。シャンティにケトンでの２泊３日を通し、天心とタゴールがひざを交えて語り合ったという経緯は、その後の両者の活動や思想形成にも影響を与えていく。
1902年10月に帰国した天心は、甥のシュレンドロを通してタゴール家との交流を継続する。11年後の1913年、タゴールはアメリカにて、ボストン美術館の東洋美術部長の天心を訪問する形で、2人は旧交を深める。天心はタゴールを自宅に招き、スキヤキを振る舞ったり、同行の横山大観らを引き合わせたりするなど、できる限り退屈しないように気遣った。
1916年に初来日したタゴールは、天心の愛した地である北茨城の五浦を訪れる。この時に天心は既にこの世にはなく、タゴールはここで天心を偲んだとされるが、公の場での彼への言及はされなかった。最後の来日となった1929年5月の講演で、初めて天心との交流について詳しく語っている。
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おわりに
南アジアと日本の交流史について、岡倉天心を中心に述べてきた。岡倉天心の生涯から、彼とヴィヴェーカーナンダの交流、そして彼とタゴールの交流について見てきた。主に深く関わりのあった彼らとの親交や互いに受けた影響を見ると、天心の人としての偉大さが垣間見える。
今回、深く掘り下げられなかった点や取り上げられなかった逸話などが多々あるが、南アジアと日本の交流だけでなく、筆者の地元で活躍した岡倉天心について知ることができ、非常に良い機会だった。今回初めて知ったことや、初めて手に取ったジャンルの文献も多く、興味深かったため、今後もこの題材についても調べていきたい。
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